
富山応援隊が取り組むSDG’s

～大好きなまち 私たちが守ります～

運営管理団体

富山県地域活性化団体
まるごとTOYAMA
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・美化活動・3R活動
どのような活動を行っているのか？
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ごみの見える化大作戦 in 富山駅前

富山市市議×まるごとTOYAMA

約150名参加

2021年の主な活動
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カターレ富山ごみ拾い選手権大会

カターレ富山×まるごとTOYAMA

約350名参加

2021年の主な活動
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ご近所クリーン大作戦

ネッツトヨタ富山×まるごとTOYAMA

約100名参加

2021年の主な活動
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よしもと住みます芸人の活動配信

ノビ山本のトヤマンボウちゃんねる

2021年の主な活動
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ボランティア・NPOフェスティバル

富山県民ボランティア総合支援センター

2021年の主な活動
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とやま環境フェア2021

とやま環境財団

2021年の主な活動
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略歴
1983年 大学在籍中に、株式会社テクニカルライン設立。（土木建築設計）

1993年 新規部門として、ケーユー総合企画株式会社を設立。（設計施工監理・企画運営管理）

2003年 富山県に拠点を移し、中小企業の様々な問題を各地方から請け負う。
「企業の立て直し」「新規事業の立ち上げ」「組織改善」「企業強化」

2012年 佐賀県 有田焼400周年記念企画事業

2013年 厚生労働省 地域雇用創造事業

2014年 東日本大震災（大槌町方地区）震災復興事業

プロフィール

小堀 友嗣（こぼり ゆうじ）61歳

2003年 立山連峰の雄大な風景に魅せられ、大阪から富山に移住。
富山移住後は第一線を退き、全国から社会貢献度の高い事業だけを
請け負うフリーランスとして活動。

元 株式会社 TECHNICAL LINE 代表取締役
元 ケーユー総合企画株式会社 代表取締役

職業
ビジネスプロデューサーとして「実践」を重視した、ブランディング、マーケティング、
起業支援、新規事業立上げなどの業務を請け負っている。

富山に移住

富山県地域活性化団体 まるごとTOYAMA設立 2013年

増田レポート発表 2014年
SDGｓ スタート 2016年

富山応援隊設立 2017年

なぜ、富山応援隊ができたのか？
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皆さんは、通称「増田レポート」をご存知ですか？

2014年に「日本創成会議」の人口減少問題検討分科会が発表した

「2040年までに消滅する恐れがある896市町村」のことです。

簡単に言うと、あと23年で全国市町村の約半分がなくなるということです。

そこで、自治体は地域振興や地域活性化などの政策に力を入れ取り組み始めました。

しかし、「賑わいのあるまち」「地域の活性化」という方向性はなんとなくわかっていても、具体的

にどういう状態を目指すのか、何をすればいいのか、その姿がハッキリ描けず、動けない人たち

がたくさんいます。

そこで、「まちのために何かしたい」「一人では無理だけど、皆と行動を起こしたい」「個人でや

れることをやっていきたい」などの想いのある市民が集まり、行政や企業と協働出来る場として

誕生したのが富山応援隊です。 *2017年

市民レベルで
行政と協働

なぜ、富山応援隊ができたのか？
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人口減少・
まちの消滅



冨山を盛り上げたい（良くしたい）

冨山のために何かをしてみたい

社会的に意義のある活動をしたい

人生を楽しみたい（充実させたい）

自分の価値観や視野を広げたい

信頼できる仲間や友達を作りたい
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こんな仲間が集まる！！

なぜ、富山応援隊ができたのか？



「住みやすく・働きやすく・遊びやすい富山」
を創ることを目指す。

目 的

活 動

☆ヒトとヒトとのふれあいを大切にする

民間団体の特性（分かりやすく迅速で柔軟な対応）を活かし、
各自治体と協働することでより良い結果が期待できる

とやまが好きな人、みんな富山応援隊

* 遊びやすい：外出しやすい。観光に行きやすい

特 徴

☆魅力ある富山を守り残す（３R活動・環境美化）

☆シビックプライドの醸成を図る（地域愛を育む）

☆富山の魅力や良さを人に伝える

☆イベントなどで地域を盛り上げる

☆自治体・企業・NPO・市民との連携を図る
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なぜ、富山応援隊ができたのか？



この活動を通して、「郷土を愛する心」と
「誰かのために何かをするという優しい気持ち」を育てる

ポイ捨てや不法投棄の抑制
地域が綺麗になる
防災・防犯に役立つ
循環型社会の推進でゴミ処理費の削減

子供たちの環境美化意識の醸成が図れる
綺麗な富山県を未来に残すことが出来る

地域の魅力を発見できる
新しい観光資源として活用
観光資源のブラッシュアップ

県外に行っても地元の魅力を自信を持って紹介出来る

社会貢献活動の大切さを学び、
楽しさや達成感を感じてもらう
《豊かな人間性が養われる》

クチコミやSNSで情報発信し
観光消費や地元消費に繋がる

観光関連産業が活性化し新しい雇用が生まれる

若者の地域愛が深まり地元で就職したくなる

県外への流出が減り定住者が増える

地域民の交流が生まれる

地域への愛着が深くなる

住みやすく・働きやすく・遊びやすい（観光に行きたくなる）富山になる

地域の活性化・
観光交流に繋げる
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行動することで何が変わるのか？



まちに魅力を感じる
人に魅力を感じる

まちに人が集まる
まちで働きたくなる（就職したくなる）

賑わいがあり活性化する
まちが潤いまちのサービスも向上する

住みやすく幸せになる

活動を続けることにより
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行動することで何が変わるのか？
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２０２0年以前の活動 環境美化活動

参考資料
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（地域の魅力発見）

２０２0年以前の活動 まち歩き・美化活動

参考資料
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（地域の魅力発見）

２０２0年以前の活動 まち歩き・観光スポット巡り

参考資料
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２０２0年以前の活動 セミナー

参考資料
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２０２0年以前の活動 講演会

参考資料
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２０２0年以前の活動 コミュニティ

参考資料
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２０２0年以前の活動 野外イベント

参考資料
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２０２0年以前の活動 エンターテイメント

参考資料



・美化活動・3R活動
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・その他の活動

参考資料
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・その他の活動

参考資料



8.9
2030年までに、雇用創出、地方の文化振興・
産品販促につながる持続可能な観光業を促進
するための政策を立案し実施する。

12.5
2030年までに、廃棄物の発生防止、削減、再
生利用及び再利用により、廃棄物の発生を大
幅に削減する。

14.2

2020年までに、海洋及び沿岸の生態系に
関する重大な悪影響を回避するため、強靱
性（レジリエンス）の強化などによる持続
的な管理と保護を行い、健全で生産的な海
洋を実現するため、海洋及び沿岸の生態系
の回復のための取組を行う。

海で進行している環境の悪化などの現状を、子供たちをはじめ全
国の人たちが「自分ごと」としてとらえ、海を未来へ引き継ぐアク
ションの輪を広げていくため、日本財団、総合海洋政策本部、国土
交通省の旗振りのもと、オールジャパンで推進するプロジェクトです。

「３Ｒ」（リデュース（ごみの発生抑制）、リユース（再使用）、リサイ
クル（再生利用））の取組を多くの方々に知ってもらい、自分たちの
暮らしに取入れてもらう

2016年
認定

2017年
推進メンバーとして登録

2013年
SDGｓのスタート前
から取り組んでいた
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【参考資料】

なぜ、地域の活性化がボランティア活動や清掃活動に行き着いたのか？
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現在、多くの人々がボランティア活動を活発に行っています。ボランティア活動の範囲は国内外を問わず、分野も福祉、教育、環境等
多岐にわたっており、今や社会を支える不可欠な存在として認められてきています。
それは、富山市も同じだと考えます。

しかし、ボランティア活動をするキッカケがない、敷居が高い、申込み方法が分からないと言った課題もあります。

観光資源が少ないと思っている

自分のまちの魅力に気づかない

子供たちのボランティア意識が低い

社会貢献活動の楽しさを知らない人

が多い

子供たちが地域の人々と一緒に、一

つの目標に向かって何かをすること

が少ない。

最近5年間のボランティア活動の経験 ボランティア活動参加への興味・関心

文部科学省 ボランティア活動に対する国民の意識の概況より

【現状】
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ボランティア活動に対する社会的関心を高めるために必要なこと

文部科学省 ボランティア活動に対する国民の意識の概況より

【対策 １】
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ボランティア活動を魅力あるものにするために必要なことは、
「日常生活の中で無理なくできること」
「人間づきあいに煩わされないこと」

「特別の知識・技能がなくてもできること」
「個人だけで気軽に参加し活動できること」
などの気軽さ・手軽さが求められている

⇓

「楽しさがある活動」

「社会的に認められる活動」

「目に見えてわかる活動」

⇓

清 掃 活 動

【対策 ２】

文部科学省 ボランティア活動に対する国民の意識の概況より
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